
道場開館にともなう弓道稽古のガイドライン 

埼玉県弓道連盟   

令和 2年 5月 26日 

 

日本スポーツ協会の「スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン（令

和 2 年 5 月 14 日）にもとづき、埼玉県弓道連盟として稽古再開のためのガイドライン

を制定する。各支部、各道場ではこのガイドラインに基づき、各道場の条件に沿った対

応策をとることとする。 

 

【 基本原則 】 

・国の緊急事態宣言や県や各自治体による自粛要請が解除され、弓道場が開館されても

9月末までは大会・講習会等は行わず、個人の稽古のみを行う。10月 1日以降の対応

については別途定める。 

・10月 1日以降の大会・講習会・審査再開のためのガイドラインは別途制定する。 

・支部長に承認された場合を除き各自の所属する道場以外での稽古は行わない。 

・埼玉県立武道館の利用者が集中するのを避けるため、埼玉県立武道館で稽古を行える

のは埼弓連各道場に所属していない者のみとする。 

（月例稽古、武道教室が再開された場合は主催者の指示に従う。） 

・現在、所属道場が改修工事等で使用できない連盟は、支部長と協議してその上で定め

られた道場を使用する。 

・弓道場が開館された場合でも以下に該当する者は稽古を行わない。 

① 体調がよくない場合（発熱、咳、咽頭痛、倦怠感、味覚障害などの症状がある場

合） 

② 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

③ 過去 14日以内に外国から帰国した場合 

④ 「過去 14日以内に外国から帰国した方」と濃厚接触がある場合 

・稽古を行う場合は道場に備え付けるノートに、氏名、連絡先（電話番号）、稽古を行っ

た日時を記録する（記載された個人情報は必要がある場合は保健所等に提供される）。 

・稽古を行った後に感染が判明した場合、当該会員（本人からの連絡が難しい場合は同

居家族等連絡ができる者）はただちに所属道場責任者にその旨を伝える。所属道場責

任者は必要な情報を埼弓連会長、所属支部長、保健所に伝える。 

・稽古を行った者の中から感染者が出た場合には、ただちに道場での稽古を中止する。 

 

【 道場利用方法 】 

道場の広狭、会員数等を考慮しながら三密の状態が発生しないように道場利用方法を定

める。その際、以下のような点を考慮する。 

１、的数の 2倍を超えない人数で稽古を行う。 

 （的間隔はできるだけ 1．8メートル以上を保つ） 

 （的数の 2倍を超える会員が来場した場合は、後から来た者が練習開始時間を遅らせ

る等の配慮をする） 

２、週あたりの道場利用回数は一人あたり 2～3回とする。 

 （月水金を稽古日とする者と、火木土を稽古日にする者に分ける等の工夫をする） 



３、1 日を午前・午後・夜間（可能であれば 9 時～12 時、12 時～15 時、15 時～18 時

‥‥などのように）と分け、利用者の利用時間調整を行う。 

 ＊会員の住所により練習時間を振り分ける等の工夫も行う。 

４、1日あたり 1回の利用とし、1回の利用時間は 1～2時間以内とする。 

５、休日の利用は平日に利用できない方のみ（平日に勤務がある方など）とする。 

６、平日夜間の利用は平日日中に利用できない方のみとする。 

７、練習を行う場合はノートに、氏名、連絡先（電話番号）、練習時間を記入する。 

８、手洗い場には石鹸を用意する。タオルは設置せず各自が持参する。 

９、できれば道場内にアルコール消毒液を用意する。 

以上の点を組み合わせた利用方法を決め、会員に周知する。（掲示も行う） 

 

稽古を行う場合の留意点 

１、家で着替えてくることで更衣室を利用しなくて済むようにする。 

２、出入口、窓を開放した状態で稽古を行い、不必要に道場内の各所に触らないように

する。 

３、マスクを持参し、できるだけマスクをした状態での稽古を行う。 

４、原則として指導は行わず、依頼されて指導を行う場合もマスクを着用し、離れた場

所から口頭で行う。 

５、必要以外の会話は行わない。 

６、他人の私物・弓具に触らない。（筆粉・ギリ粉は共用しない、矢取りは各自が行う） 

７、初心者であっても弓具を共用しないようにする。 

８、練習開始前後には手洗い・うがいを行い、以後も矢取などの機会にこまめに行う。 

９、稽古中に限らず、準備・片付け等においても三密を避けることを心掛ける。 

10、的張りの回数をできるだけ少なくするため、まとめて行う等の工夫を行う。 

11、ゴミは各自が持ち帰る。 

12、矢拭きタオルは、毎日交換する。 

13、行射と行射の間に待機する場合は、相互の間隔を十分にとる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 ガイドラインに関わる連絡事項 】 

＊高校生が通常の練習場所（学校の弓道場など）以外での練習を行わないように、高体

連に各校への連絡をお願いしてあります。ただし、国体選手の県立武道館などでの練

習など高体連が認めた場合を除きます。 

＊高校部活動の再開は 6 月 22 日です。高校施設を利用している連盟は支部長と相談の

上、各校に連絡を取って施設利用について協議して下さい。 

＊大宮公園弓道場の利用は可としますが、利用する場合でもそれぞれの団体が利用方法

を定めて感染防止に努め、練習ノートを作成するようにして下さい。なお、大宮公園

弓道場は１．８メートル間隔で的をつけると 10 的しかつきませんので、利用人数は

同時間帯で 20名以内となります。 

＊練習方法を決める際に迷った場合には支部長の先生を中心に協議して下さい。 

＊各連盟・各支部ごとに様々な条件の違いがありますが、原則に沿った上で、工夫をし

て下さい。その際は支部長の先生方を中心に協議をして下さい。 

＊道場ごとに練習方法を決める場合には以下を参考資料としてください。 

その際は「感染させない」「感染しない」を徹底するためには何ができるかを考えて決

めて下さい。もっとも大切な部分は同時間帯での人数（的数の 2倍以内）です。まだ

まだ不自由が続きますがご協力下さい。 

 

 

 

＊今後の段取りは 

１ 各連盟（道場）ごとに練習方法（弓道場利用方法）を定める。 

２ 道場が公的施設である場合は、施設管理者と道場利用方法について協議する。 

 ３ 会員に利用方法について周知する。 

 ４ 弓道場利用方法、その他注意事項を道場内の見やすい箇所に掲示する。 

 ５ 練習再開（支部長に報告する） 

＊ 道場責任者は常に道場の利用状況を確認し、必要に応じて適切な措置をとって下

さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 参 考 （5人立道場、練習を行っている会員数 40名程度の場合） 】 

 

〇〇弓道場利用方法 

令和 2年 5月〇〇日      

〇〇弓道連盟 会長〇〇〇〇  

 

新型コロナウィルス感染症拡大を防止するため、当分の間、以下のように練習を行って

下さい。厳しい状況を皆の努力で乗り切りましょう。 

 

《 練習時間 》 

① 練習時間は各自が以下のいずれか一つを選んで下さい。 

Ａ ： 月曜日・水曜日・金曜日の午前 

Ｂ ： 月曜日・水曜日・金曜日の午後 

Ｃ ： 火曜日・水曜日・土曜日の午前 

Ｄ ： 火曜日・水曜日・土曜日の午後 

Ｅ ： 月曜日・水曜日・金曜日の夜間及び日曜日の午前 

Ｆ ： 火曜日・水曜日・土曜日の夜間及び日曜日の午後 

② 1日 1回の練習として下さい。 

③ 練習時間は 2時間以内として下さい。 

 

《 練習を行う際の注意事項 》 

① 以下に該当する場合は稽古を行わないで下さい。 

・体調がよくない場合（発熱、咳、咽頭痛、倦怠感、味覚障害などの症状がある場合） 

・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

・過去 14日以内に外国から帰国した場合 

・「過去 14日以内に外国から帰国した方」と濃厚接触がある場合 

② 練習前後に手洗い・うがいを行い、矢取後など練習中もこまめに行って下さい。 

③ 備え付けの練習記録ノートに、氏名、連絡先（電話番号）、練習日時を記入して下さ

い。 

④ 的は 5的以内とし、的前では一手または四矢で練習し、矢取は各自が行って下さい。 

⑤ 的は朝準備したものを最後まで使用して下さい。 

⑥ 来場者が 10名を超えた場合は、後から来た者が練習開始時間を遅らせて下さい。 

⑦ できるだけ家で着替えてくることで更衣室を利用しなくて済むようにして下さい。 

⑧ マスクを持参し、できるだけマスクをした状態での稽古を行って下さい。 

⑨ 原則として指導は行わず、指導者が依頼されて指導を行う場合もマスクをつけ、離れ

た場所から口頭で行って下さい。 

⑩ 必要以外の会話は行わないで下さい。 

⑪ 大声での会話は行わないで下さい。 

⑫ 他人の私物・弓具に触らないで下さい。（筆粉・ギリ粉は各自用意して下さい） 

⑬ 練習中に限らず、準備・片付け等においても三密を避けることを心掛けて下さい。 

⑭ ゴミは各自が持ち帰って下さい。 

以上 



【 参 考   練習記録ノートの記載内容 】 

 

〇〇弓道場利用記録 

氏名 連絡先（電話番号） 月 日 入館時間 退館時間 

      

      

      

      

 


